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結核性肋膜炎の臨床病理学的研究
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　　　　　　　　　緒　　言　　　　　　　　　　　　　　膜炎，リウマチ｛生1リ，膜炎など），⑤原困不明の肋膜炎

　近年，肺癌の増加に1層【～い癌性肋膜多乏も増加の傾向に　　　q；轍床的にその性質な決楚し得なかったもの）。

あるため1）癌年令に達したいわゆる高令者の滲出性肋　　　　50才未満の落年；爵閣及び50才以」こ：の高今噺層の2群

膜炎で結核性か癌性か或いはその他の感染症に随伴　　　の臨凍所見の比較検言寸は次の6項lilとしたに，1）肋膜滲

したものか診断の難しい症例に腰1豊遇する、、近年か鼠　　　出液の銑2）肋膜酬琳夜消央までの期間，3）肋膜勝魔

る病因の決定園難な症例の存在が注1」されている2）　　　の程度，4）赤1血L球沈降速度（赤沈値），5）赤沈値正常化

3）。従来結核性滲出性且加莫炎は若年者に圧倒的に多く　　　までの期間，6）体温1E常化までの期間。

見られたが，現今では著しく減少しており，その変貌　　　　胸腔内滲出液貯溜錨：は入院時胸部レ線写虻Lで少

が著しい。商令者の滲出性肋膜炎が年次的1こ如何なる　　　鑑，中等鍛大鍛の3つに分け，肋膜滲段腋消失まで

変貌を来しているか，更に臨廉的に診断し得た滲i鯉k　　の期間セこついては・入院時より胸部レ線像或いは肋膜

肋膜炎の内訳が如何なるものかを知ることは臨床的に　　　穿刺にて滲邑昆液を誌めなくなるまでの期間とした。肋

も興味があり，叉，原園不明の肋膜炎や老人性肋膜炎　　　膜1P爵臓の程度は灘串液消失後の胸部レ線写翼より肺活

の診断にも役立ちうると思われる。そこで著潜は過去　　　鍛の変化を参考にして全く誌めないもの，軽慶，中等

20年間に戸塚内科に入院した滲幽性肋膜炎患滑のlll（因　　　度，高度の4殴階に分けた。赤血球沈降速度は入院初

別分類と，その年次的動向を調べ特に高令者結核性肋　　　期の最高値とし又1赤沈他び）正常化までの期間は入

膜炎にっいて著年春贋と比較して1その陥1渠的特徴を　　　院時点からの期間とした。

考察した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　果

　　　　　　　調査対象及び方法　　　　　　　　　　　昭和23年4月より43年3月までの20年間に戸塚内ネ；ト

　昭和23年4月より43年3月までの20年間に戸塚内科　　　に入院した滲出憾肋膜炎患者243例の内訳は表1の如

に入院した滲繊性肋膜炎患者243例を調査対象とし　　　くで、疾患別にその頻度をみると結核性肋膜炎は155

た。うち男163例，女80例で年次的考察では昭和23年　　　例で全溶i上1性肋膜炎患渚の64・0％を占め」非結核憾感

4月より5年毎に4区分した。疾患別には次の5つに　　　染性肋膜炎患齎は33例で腫瘍性肋膜炎患者35例とほ父

大別した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同数で際因不明のものは14例であった。

　①結核性滲出性肋膜炎（1掬部レ線像で結核性ll着変　　 各年次別セこ比較すると，糸削刻’1三肋膜炎は23年より28

を認めないいわゆる特発性肋膜炎と肺結核随伴性肋膜　　　孟ドの5年間では100駕を占めていたものが次の5年間

炎），②非結核性感染性肋膜炎（甜II菌性i只は非細1劉‘k　　には70．1％更に次の5年間｝こ56，7％，最近5年間には

肺炎・肺化膿症に随伴或いは続発せるもの，イソフル　　　29・2％と明らかな減少の傾向を示している。腫瘍性肋

エンザに伴うもの等），⑨腫瘍1｛k肋膜炎（原発性或い　　膜炎は逆に28年からの年次的推移で9．1％，15．0％，

は転移性），④その他（外傷性・ロレステリン肋　　　34．5％と漸次増加している。
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　　　　　表1　　　　滲出性肋膜炎患者の年次別疾患別頻度
亜「r－一一≦！三一竺」§翫8・・28・・－33…3・4－38・338…一・3・・　、｝1・

　糸占核｛生滲1娼｛生几171i莫炎　　　　51　（100．0）　　54　（70．1）　　　34　（56．7ρ）　　16　（29，2）　　　　155　（6・1，｛》）

　非結核性感染性肋1漢炎　　　0　　　　　10G3．0）　玉0（16，0）　13（23，5）　　33（13，5）

　腫瘍性肋膜炎　 0　　　7（9．1）　9（15．0）19（34，5）　35（正4．81）
そ　　の　　他　0　　　1（1．3）　2（3．3）　3（5．5）　6（2、4）
　原因不明の肋膜炎　　0　　　　5（6。5）　5（8．3）　4（7．3）　　1・工（5．7）

言｝卜　　　　　　　　　　　　51　（100％）　　77　（100％）　　60　（100タ6）　　55　（1｛｝0タ6）　　　　243　（10｛｝ρ6）

謝腔k肋膜炎賭243例の｛畝騨r糟別頻度1壊2　満に多く，糊こ20諸・台では155例中72fグll（46，4％酌

に示す如くで40才未満は近イ1三になるに従い減少し，特　　　占め，50才以」：二では少ない、，腫蛎性肋膜；1をでは：35例lll

に20才台で1澱初の5鱗誓jに51側・・20例（39・2％）を　24例（68，5％）が50・4・以上を、iiめている，、皿，111（11杯

占めていたものが最近5年間では55例lll5｛〃1（9・2タ6）　　　明の例は5（1才未満では総計14例中5fクII（35・6％）に鮒

と著しい減少を示している。これとは逆に5｛｝才以上の　　　し50才以上では9例（64，4％）を占めてい織、：虹に51｝

齢者に於いて繭三代酬1酬・従い増加し5。粕で　才・禰曙｛階と50才以．L・塙儲に分けて疎の｛1・

1撮初の5イ1澗に51伽1－17例（13・7％）であったもの　次分　搬酬i…移鹸・凱力辻たが，細・嬬llノ∫】1嫉では

が最近5年間には55例中15例（27・3％）と増加し，60　　5（）才米満で澱初の5年間に全例431ダ1（10（［％Mごlliめて

才台では51例中1例（2・0％）から55例中12例（21・～〕％）　　いたものが最近5イト闘には13例（56．7％）に滅少し，

に・70才台では全く症例観なカ・ったものが55伽1・3　5。才」壮も最初の5｛醐の蹄闘（10【｝％）より∫i聴5｛卜

例（5・5％）といずれも増加している。　　　　　　　　　間に3例（12・0％）と同じく減少を示してい熾，dl，

衷3は過去2°｛醐の滲聞’鵬麟鵬の馴燗｛階　暇し　醐性肋膜撫50：抹満に轍｛かに増加の傾向

別頻度を示したものであるが，結核性肋腱多乏は50才未　　　が見られるが50才以上では澱初の5年聞に金くなかっ

表2　　　滲出性肋膜炎患者の年襯1μ1籍別頻度
、階年次　脇一28・328．4－33．333，・－38．338．・一、，．，　計

　～19才　　5（9・8）　5（6・5）　3（5．0）　2（3．1）　　15
20～29　　20（39・2）　38（49・・1）　17（28。4）　5（9，2）　　80
30～39　　12（23・5）　15（19・4）　10（16．6）　8（14．7）　　45
40　～　49　　　　　　　　　　6　（11，8）　　　　　5　（　6。5）　　　　　9　（15．0）　　　　　10　（18．3）　　　　　　　　30

50　～　59　　　　　　　　　　7　（13，7）　　　　10　（13，0）　　　　11　（18．3）　　　　15　（27，3）　　　　　　　　・丘：玉

60～69　　　1（2．0）　3（3・9）　6（10．0）　12（21．9）　　22
70　～　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　1　（　L3）　　　　　4　（　6．7）　　　　　3　（　5，5）　　　　　　　　　8

計　　　51（1。0％）　77（1〔｝（〕％）　6。（100鬼）　55（100％＞　　243

表3　　　酬耽肋膜炎患者の馴測男u年階別頻度

一一
@　　誌＿＿．．＿一二＿一＿一一．「一：二＿「＿＿．．＿二＿＿．一．＿．．．＿噛　計

　　　～19才　13（8・4）1（3・0）0　　0　　1（7。1）　15
　20～29　　72（49・4）4（玉2・2）2（2・9）1（i6．7）2（14．3）　8｛，

　30～39　　32（20・5）8（24・3）2（5・6）2（33．3）1（7．1）　45
　40～49　　17（11・0）4（12・2）8（22・9）O　　l（7．1）　3。

鳶週因　繊性非徽性1醐性その他原因糊　・

50～59　16（10・5）12（36・3）13（37．1）1（16．7）1（7．1）”…嘉

60～69　　5（3・2）2（6・0）8（22・9）2（33．3）5（35．8）　22
70～ @　　〔1　　2（6・0）3（8・6）0　　3（21．5）　8
計　　155（100鬼）33（100％）35（100％）6（100％）14（10。％）　2娼
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表　4　　　　50才未満及び50才以上に於ける滲出性肋膜炎原因別年次別推移

50才未満　　　　50才以上矯癒」醐劉刻・L蓋・結核1・L塑性．＿」汁＿．置1難一遜墜性＿墜蕩侶L．．一計＿

ll召23～28　43（100．　O）　0　　　　 0　　　　43（100％）　　8（100，0）　O　　　　 O　　　　 8（100タ6）

　28～33　54（83，0）　7（10，8）　4（6．2）　65（100％）　 5（45．4）　3（27．3）　3（27．3）　11（100％）

　33～38　　29　（80，5）　　3　（8．3）　　4　（11，2）　36　（100タ6）　　　5　（29．4）　　7　（41．2）　　5　（29．4）　　17（100タ6）

　38～43　13（56，7）　7（32。3）　3（13，0） 23（100％）　3（12。0）　6（24、0）　16（｛う4．くD　25（100タ6）

表　5　　　　　　　結核性肋膜炎の年次別疾患別頻度
け　　じ

34～28　　　　28～33　　　　33～38　　　　38～43　　　　　　　　　｝1卜

特発性滲LLt性肋膜多を　　　44（86．2）　39（72．2）　26（71，5）　11（68．8）　　120（77，5）

肺結核随伴性ll力膜炎　　　7（13・8）　15（27・8）　8（28・5）　5（31・2）　　35（22・5）

　　　　言卜　　　　　　　　　　　　51　（100％）　　5・工　（10｛｝％）　　34　（100％）　　16　（100％）　　　　155　（10〔｝タ6）

たものが最近5年間には25例中1｛1例（64・0％）と宮し　　　表7　11’騰性肋膜炎及び【努俊伴性肋膜炎の

く増加している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各年階別頻度

・・欄の徽性滲ILI働｝麟155例・・つきイ1こ次撒　¶禰一幽1芳灘膀1態　・・1・

患”・J搬敏5に尉・麟1・鰯畑】li・野螺1核性　　～19才13（1・・．。）。　　13（1。。％）

陰影を認めないい｝・ゆる粉邑1｛騰灘励膜銘よ120例，　20～29　60（83．4）12（16．6）72（100％）

肺結核に伴う随1聖1三性肋膜炎は35例であった。各穣結核　　　　30～39　　23（71，8）　9（28．2）　32（100％）

1生脚嫉患者の年次別頻度の推移ではll腕性棚1顛は　　40～49　11（64・7）6（35・3）17（10°％）

年代の推移に従い漸減の傾向を，叉，随伴性肋膜炎で　　　　50～59　　10（62．5）　6（37．5）　16（100％）

は漸増の傾向を示していた。　　　　　　　　　　　　　60～69　　3（60．0）　2（40．0）　　5（10Q％）

次に各種結核性肋膜炎患潜の｛1糟別頻脚談6の如　　　707　－一一9　＿、2．　，　1と一＿

くであるが，これ等‘1寺発性及び随f樫k肋膜炎の2つに　　　　計　　　120（77．5）　35（22．5）　155（100％）

つき年階別出現頻度をみると特発性肋膜炎は20才台
120例中60例（50、0％），［慰｝牲は2。才台35例lll12fグ1　64・7％に対し：35・3％更ケこ5〔｝才台は62・5％に対し37・5

（34，4％）で両者共に20才台に最も多いが，30才以上60　　％・60才以上で60・0％に対して4Q・0％と年令の増加に

才台に至るまで随伴性の方が特発性より常に出現率が　　　伴い物発性肋膜炎の占める割合が減じ随伴性肋膜炎の

高い。又蓑7は各年階毎に特発｛生及び随伴性肋膜炎の　　　割合が増加している。全例では特発1｛L77・5％・随伴性

出現率を求めたものであるが，10才台で特発性が10。　22・5％であった・

％を占めているのに20才台では特発性83．4％に対し　　　結核性肋膜炎例に於ける肋膜蓄水綴：の程度別年階別

随伴性が16、0％，30才台71，8％に対し28．2％，40才台　　　頻度を示したものが炎8である。各年全層共中等塁が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最も多く，年令と蓄水墨との間に一定の傾向は認めら

　表6　　各種結核性肋膜炎の年階別頻度

奪壽讐襟騨生一護i豊1饗讐讐計一
　20　～　29　　　　　　　　60　　（50．O）　　　　　　12　　（34．4）　　　　　　　　～19オ　　　3（27．3）　　　6（54．5）　　　2（18．2）　　　11（100％）

　30　～　39　　　　　　　　23　　（19，2）　　　　　　9　　（25，7）　　　　　　　　20～29　　　6（10．0）　　36（60，0）　　18（30．O）　　　60（100％）

　40　～　49　　　　　　　　11　　（　9，2）　　　　　　6　　（17．1）　　　　　　　　30～39　　　6（194）　　16（5L6）　　　9（29．O）　　　3王（100％）

一冨礪「。（8．3）　　　　　　6　　（17．1）　4°～493鯉1°（7L4）．1（二1）＿墨遡

　60　～　69　　　　　　　　　3　　（　2．5）　　　　　　2　　（　5，7）　　　　　　　　50～59　　　3（25，0）　　　6（50．Q）　　　3（25．0）　　　12（100％＞

　70　～　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　60～　　　　　O（25。0）　　　3（75誕））　　　1（25．O）　　　　4（100％）

　　訓・　　　　　　　　　120　（100タ6）　　　　　35　（100％）　　　　　　　　　言舌・　　　21　　　　　　　77　　　　　　　34　　　　　　　　132
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れないが20～30才台で大母のものが他の年令層に比し　　　50才未満に比し促進しており，翼5f｝才以」1；では，126徽

禰多く見られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上の高度促進するものが31．3％で50才未満の6，1％

　肋膜滲出液消失までの期闇の年階別頻度｝よ爽9の如　　　に比べ明らかに多い。（糞M）

くであるが，50才未満では各年令層とも1ケll以内に

多く特にユ0才台では1工例中8例が1ケ月以内である。　　　　表9　肋膜灘出液消失芒kでの期間の年階”［1鋼度

糊麗鞠饗1譲繍1凝綴認　∴磁辺．㍑鴛菖1，1
比し欄間の良い方・・多く　忍められるがいずれも蹴　一…一：厨¶－Trτ下”1ジ買16．6｛”－111

隙こ分机ている・　　　　　　　　2・～29　23138昌3266。
　肋膜滲出液消失までの期間を更にイト階別存こ平均値を　　　　30～39　　11　4　5　2　5　z　4　　33

求めると表10の如くで，特発性1り，膜炎では50オ台が納　　　　40～49　　5　2　2　0　2　0　2　　13

低徹示す以外は鮪の嗣8羅その1醐艇嚥て　幽ヨ‘漏召1”…3『』11『iF層内1∫。。1〔∵

いる傾向が見られる。随伴性肋膜炎では一定の傾向は　　　60～　　　　0　0　2　0　1　1　（1　　4

なく・胸樹醐間び覇伽騰蜘1嫉では58・2門哺一 撃秩A「…弼醐2繭…蕊…潰ゼ1；！lr
EL随伴憐肋膜炎は78・（）口であったQ

麹は膿IP働繊σ）構獺朧肌た砂・　表1・膿酬液融窪での棚醐、；ll・湘
あるカ㍉各年代ともに1鰯ラ到1搬に多く，僻令　　！轟　）の鞘別灘珈・均値

牒殿篇灘謙聯：犠雛菰　メ警1麓巖，，雛災．．一製：．

上で肋膜r瓶のないものは瑚もみられない。　　＿」豊Σ証墜．」＿墜。＿熱＿腿＿ll1．、

　50才以上と50才未満の2群に分け，肋1莫炎の種類別　　　　～19才　11　27・3　0　　－　　11　27，3

に肋膜騨抵の程度をみると表12の如く特発｛生肋膜炎の　　　20～29　　48　　523　　9　105’3　57　6Q°7

腓腸i高度のものは50才以上では9例中2例（22．2％）　　　30～39　　21　73・3　7　56」　28　｛i9・｛｝

であり5・才縮では94例・・【・112例（12．8％）である。　．兜！鉱一＿簗＿脳一．．．三＿贈＿．1鯉，、、78・r

　赤血球沈降速度の年階別平均値を表13に示す。窪31　　　50～59　　7　　53・0　2　　28，5　　り　31，2

例の∫F均は52加（11騨1値）であるが年賜rlに・膨察　60～　　2138・5273・1｝4器9・8

すると齢者群では50才台64砺，6・才以」・81・5㎜で　　詮1・　9858．22478，。12Z　58、4

表11　　結核性滲出性脚嫉の肋脚欄の程度

．・暗＼混＿＿曳＿と．一＿軽度　1博度　高度　計
　～19才　　3（27・3）　4（46・3）　3（27．3）　1（9．1）　11
2°～29　　3（5・0）　29（40・0）　22（36．7）　11（18。3）　15。
30～39　　2（6・7）　11（36・7）　13（43．3）　4（13，3）　3。
40～49　　2（16・7）　5（41・7）　4（33．3）　1（8，3）　12

　50～59　　0　　　6（60・0）　2（2Q．0）　2（2。，0）　10…
＿」延二＿～＿＿＿ユー＿＿一．＿劇9『二2≧＿＿玉璽二ρ≧＿＿．－9＿．　　　4

　　　計　　　10　　．53　　45　　エg　　　i27κ噛

表12　　　特発性及び随俸性肋膜炎の肋膜餅豚の程度

な　　し　　軽　度　　中等度　　高　度　　　　計

．特発､麩塾．…．；∵∴塁1鑛一望墜劣11麗：霧911｝19髪；

随伴性肋膜炎麟埜1（1鋤1朧：ll：齢1（2鋤2撒；
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　表13結核性肋膜炎セこ於ける赤血球沈降速度　　　　　　表15糸1！｝核性肋膜炎に於ける赤沈値正常化

　　　　　　　　　（年階別比較）　　　　　　　　　　　　　　　までの期間

1虻，、．墜　謝1　二壷～LlL鎧＿之丞．∴竺
　　　～　19オ　　　　　　　　　　　11　　　　　　　48．7η濯　　　　　　　　　　　　～19オ　　　　2　　　1　　3　　　1　　　1　　0　　　0　　　　8

　　20　～　29　　　　　　　　　　　　　60　　　　　　　　44，9　　　　　　　　　　　　20～29　　　　　17　　13　　　6　　　6　　　2　　　0　　10　　　　54

　　30　～　39　　　　　　　　　　　　　30　　　　　　　　77，2　　　　　　　　　　　　30～39　　　　　3　　　7　　　3　　　2　　　0　　　2　　　6　　　23

　　40～49　　14　56．5　　4〔｝へ’49　11102027
　　50　～　59　　　　　　　　　　　　　12　　　　　　　　（シ1，3　　　　　　　　　　　　50・㌔59　　　　　0　　　0　　　1　　　1　　　1　　　0　　　1　　　　4

　　60～　　　4　8L　5　　6t）～　00001135
　　　言卜　　　　　　　　　　　　　　　131　　　　　　　　52．7　　　　　　　　　　　　　　言卜　　　　　　23　　22　　1・1　　1〔｝　　7　　　3　　22　　　111

表14　赤沈値の50才以上才50米満の比i咬　　　　　　　　表16　赤沈イ【illll三常化までの期間の平均1直

＼　　 ・・糊二　5・才米満　＼趣ll芳｝雛馴嫉　計酬記＼爾「r1融好　　．嘱二蔦融向亙瞳⊃！二藪τ亘1二．
　」1三　　　　儒亨　　　　0　　　0　　　　・1　　　3．5　　　　　　 ハ｝19：弓〆　　8　　63・7　　‘）　　｝　　　8　　63・7

　　　～　　25躍1，‘　　　　　　0　　　　　0　　　　　　12　　　　1｛｝．4　　　　　　　　　20～29　　　　41　　　57，5　　　8　　　82．4　　‘i9　　　6L　8

　26　～　　50　　　　　　　　2　　　　　12，4　　　　23　　　　20，0　　　　　　　　　30～39　　　　15　　　62・9　　　2　　　87・0　　17　　　65・7

　51一｝　75　　　　　6　　 37．4　　23　　20，〔｝　　　　　40－｝49　　　2　115・5　　3　　60・Q　　5　　82。2

　76　～　100　　　　　　　　2　　　　　12・4　　　　27　　　　23・5　　　　　　　　　50～59　　　　　3　　100，7　　　1　　　88，0　　　4　　　97．5

　101　～　125　　　　　　　　1　　　　　6。5　　　　19　　　　16・5　　　　　　　　　60～　　　　　　　Q　　　　　　　　　　1　　163，0　　　1　　163．0

　126　～　　　　　　　　　　　　5　　　　31．3　　　　　7　　　　　6．1　　　　　　　…一．一一一＿＿＿＿一・F＿一一・噛＿．P＿＿．＿＿．＿＿＿＿、＿＿．P＿＿＿＿＿．

　　　　　一一一・一・一一一一．一．一一・一一一一一一一一一一一一一一…・一一一．一一・一一．…　－　　　　　　　　　　　69　　62．1　15　　84．3　 85　　66．O
　　　言勃・　　　　　　　　　　16　　　　100％　　　 115　　　100タ6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表17　　　体温正常化までの闘期

・・灘糊灘董肇糊【1締磁！！＼罵llll計
以上では1～2朔以下の伽なく2～3ケ，1から6　｝苅扉「163「r。r丁
ケ月以上の間に分布している。平均値にて比較すると　　　20～29　　19　19　6　5　1　2　7　59

（表16）金体の平均は66．0日，特発性肋膜炎62・1ト1，　　　　30～39　　12　6　3　5　2　0　1　29

随伴性肋膜炎84．3日である。特発性肋膜炎では10オ台　　　　40～49　　7　2　2　1　0　0　2　　14

63・7日，20才台57・5臨　30才台62・9日，40才台115・5　　　50～59　　3　3　4　0　0　0　0　10

日，50オ台100，7日と高令になるに従い遷延しており，　　　60～　　　　1　0　0　1　1　0　1　　4

概て5°才以上の高緒では明らカ’に若儲よ帳　　7　…43261813421・127
いo

　体混正常化までの期間は蓑17に示す通りであるが50　　　表18　体1曲1三常化までの期間の平均値

叢灘霧聯譲購堕襯蒲＼讐薮嘩晶難議筆一
では4例中3例までが3ケ月以上である。　　　　　　　＿＿＿
　平均値にて比較すると（表18）特に高令になるに従　　　　～19才　11　49・7　9　　一　　11　49・7

い期間・轍す・・い・鵬欄・1・噛・れないll：ll　ll　ll：l　lll：1：lll：1

が，特発性肋膜炎患渚の60才以上の2例が平均166・5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40～49　　　　　10　　　　68，0　　　4　　　46。5　　　14　　　61，9
日と他に比して糎めて長い。　　　　　　　　　　　　　　　．＿＿＿．．＿．＿＿＿＿．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

結核性滲｝鋼捌麟の転1｛榔ついて職19の如く　50～59　752・4246・0　95LO
で，5。殊満で麟快瀧例壱柔128側・118例（922　．巨ll＝＿一．ヱ＿鞭」．－55・°411栓

％）であるが，50オ以上では20例rl」13例（65．O％）で　　　　　　　　98　62．5　22　57．8　120　6L　1
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　　　　　表19　　　結核性滲出性肋膜炎の転帰
軽快。治癒　　　稽軽快　　　不変・増悪　　　死　　　亡　　　　　　　計

50才’未薪尚　　　　　118　（92．2）　　　　　4　（　3．1）　　　　　4　（　3，1）　　　　　2　（　1，6）　　　　　128　α00タ6）

50才以上　　 13（65，0）　　1（5．0）　　2（10，0）　　4（20．0）　　20（100％）

ある。これに反し不変増悪及び死亡例々よ50才未満が　　　一一方，近年悪性新生物の増力llに伴って腫瘍性ll力膜炎

128例中5例（4．7％）に対し50オー以」二：では20例中6例　　　の発生頻度が高率になったと醤わ1｝1、，ているが1），｝11教

（30．0％）と多い。　　　　　　　　　　　　　　　　　霊例でも昭和23fド．ヒリ5年間には4≧く111三例をみなかっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たものが次の5年間に9．1％，33年よりの5年備1には

　　　　　　　　　　考按　　　　　15，・％3昨馴≦靴34砺ど翫く儲数の増加を認
　近年、肺糸剖亥症減少にイ’防結核性肋膜炎の頻度の低　　　めている，、（喪1）　しかし年令別に考察すると，この

下が注1」されているが，厚生智の統計のでも肺結核症　　増加よ霊として50才以上の高令f枷こ於けるものであ

では昭和32年より減り始め，・一方肋膜結核は30年噴よ　　　り，この50才以．Lの1鷹蕩性肋1漢炎の増加分登藻し引く

り減少の傾向が認められている。田中5）は15年［ll1の滲　　　と5〔｝才以上の高令諸に於ける結核性肋膜多ミの例数は｛卜

出性肋膜炎患者400例中20才台では60．9％で貞斐高を示　　　次と共にむしろ減少の傾向である、、

し50才台は23％60才以上02％で犀玲爵の結核性滲　　いず才しにせよ高令諏こ於け為滲1川｛ll肋脚蝉｝、び）増加

出性肋膜炎を稀な疾患としており，又その他にも高令　　　と癌年令者の結核憔肋膜炎が若年者のそれ～二趣、ぎ廊恐

者の結核性肋膜炎についての報告は少なからずある　　にしていること12）は鑑別診断．i：注意を嬰する、、

が6）7）8）一般に50オ台2～3％，60才以上は1％以一ドで　　　　過去20年閲の結核性肋膜炎155例を特発1’k肋膜炎

あるとしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と随伴性肋膜炎に分けて労察した結果は先に示した通

　ところで肺結核発生率は昭1稗130年より10年間に％に　　　りで前者は全体の77．5％，後蒋は22．5駕な占めてい

減少し，44才以下の着年者層で減少が著しいが60才以　　　る。

上の齢層では増加の傾向にあり，それに平行して結　譜〔1）は徽性枷嫉，儲73伽肋部・級［鯛職

核性肋膜炎の変動が認められるという調査報缶もあ　　　陰影のみのもの53例（72，6％），結核｛！k陰影あ旭4、のaO

り9），又辻本1°’は68例の結1亥働　歎儲につき20才　例（27・4％）で，辻本1・）は縣031年帥3伽）蹴・肋

台が28例で最高，60才以上でも5例と相当数発生する　　膜貯水症例89例のうち特発性41例（41．1～％），随伴性17

傾向にあると述べており，古瀬1）も11年聞の滲出性肋　　　例（19・1％）であったと綴告しており，一一一般に随1・目’k

膜疾患々渚141例につき調べ・そのうち結核性肋膜炎　　　肋膜当乏は特発性肋膜炎に比し少ないことがうか父われ

では39才以下74・4％で多いが40才以上も25・6％と高令　　　るが・レ線上特発性肋膜炎と考えられる例でも灘1島液

者にも多いと述べている。又Robertson1Dは原発｛生滲　　　貯溜している時期或いは滲繊液が消退しても肋膜騨鷹

出性肋膜炎患考216例中50才以上は8例（3・8％）と述　　　を残す例ではレ線上肺野の病変を見出し萸1霞いことがあ

べており・全体的には結核性肋膜炎の頻度は低下した　　　り考慮すべきことと考える。

が近年50才以上の高令者に於いても少なからず発生し　　　　特発性肋膜炎及び随伴性肋膜炎を年階別にその発生

ていると考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　頻度をみると，両者共に20オ台が最高で年令の増加と

　当教室での昭和23年より20年闘の滲繊性肋｝漠炎の入　　　共に減少していた。これは古瀬1），田中5），杉村8》及び

騰者243例の灘別轍鵬奮移で｝漁核1鋤膜炎の　Ri・hert13）等の鮪と轍している．しカ、し樹蹴肋

占める割合が極めて明確に年次と共に減少しているこ　　　膜炎患湖200例のうち51％は肺叉は肺クト結核衛侮すも

とがわかる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のであるとしている報魯もある14）。一方特発性肋膜炎

　また年次別，年階別に全滲IU性肋膜炎の頻度をみる　　　及び随伴性肋膜炎の比較に於いて年全的な発生頻度を

と，50才未満で昭和23年より28年に51例「ド43例を占め　　みると30才以上ではどの年代も随伴燃の方が特発性よ

ていたものが昭和38年より43年の5年間には55例中25　　　りも上まわっている。又年令別にiili者を比ll皮する持発

例と減少し，また50才以上では51例中8例であったも　　　性肋膜炎は年令の増加と共に減少し，随伴｛’li肋膜炎は

のが最近5年間では55例中30例と増加している。　　　　逆に増加の傾向が見られた．（爽7・8）

　これ等の傾向は当科入院患者という特殊条件を考慮　　　　古瀬1）は特発性肋ll莫炎及び随伴性肋膜炎は共に39才

しても諸家の報告に見られる傾向と同様のものである　　以下が60％を占めており，澗者の閲には頻度σ）差は誌

と考えて良かろ銚　　　　　　　　　　　　　　　　　　められないと述べているが，辻本1のは瞥発性肋膜撫よ
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41例中20才台が22例と最も多く随イ判生肋膜炎で1よ17例　　　瀦数が左程多くなかったと考えられる等の3点であ

中20才台6例，30才台7例で随伴性肋ll莫炎の頻度が特　　　る。叉，老年者に於いては一般にアレルギー索困が低

発性に比し31～35才台にそのピークがずれていること　　下するが彪年期に至りても例外的に低下しなかったも

を意義深いとしている（，　　　　　　　　　　　　　　　の或いは何らかの原囚で高められたものに結核性滲出

　又，藤田15）は131例の結核性1鈎1漠炎の入院、漫、者にお　　　性肋膜炎が発生すると述べている。

いて肺内結核病変の有無を見ると青年層では紬核病変　　　　ところで，署者の調査結果では認め得なかったが諸

を伴なわないいわゆる特発性肋膜炎が多く，年令と共　 豪の指摘している高令者の結欄ゾk脚1莫炎の増加は，近

に肺結核に伴なういわゆる随伴性肋膜炎が増加する傾　　　年における結核の変貌と死亡率の低下とから麗解出来

向にあゐとしている。薪蒼の調査結果は特ソ邑惟及び随　　　るものと考える。

1糊鋤膜炎の年令的頻度については辻木，藤田物幸1乏　　商4・漁二於ける結1如鰺出性肋膜炎の臨床的烈撒

告と同様の結果であ・った。　　　　　　　　　　　　　　を溶年者のそれと比較するため入院時胸部レ線上で胸

従来，特発性及び随伴｛！［三肋膜炎の成悶については「1幾論　　　水の量を年令別に比較考察したが，各年令周ともrlコ等

の多いところである。特発性肋膜炎と随伴性肋膜炎は　　　鉱が眼も多く，1冷と蓄水烈との間には一・建の関係な

本質的に々業同一機輯によるものであるが，特発性肋膜　　　見出しll撫かった。しかし20才台は他の年令1餅に比べ

炎は初感染以降アレルギーの動揺につれて，その1博に　　　て僅かながらll等量及び大盤の占める割禽が多く，こ

高まった時期に発生することが多く16），叉陽転後種々　　　れに尋焔！1核アレルギーが若年渚に筒く，従って肋膜で

の時期にも発生し，…方随伴性肋膜炎1よツ反陽転後相　　　の反応がより強く起こることに起因すると考えられ

当期間を経てから発生すると需われて来た10＞。杉村8）　　　る、，

は1083例の特発1≦1鰺出1・1鋤膜炎患者につき30才迄1こ1博　　脚購出液消失までの期闘を｛1冷別頻度｝こて考察

発性肋膜炎の72％が発病しており，ツ反陽転との閾係　　　し150才未満では各年代とも1ケ月以内に敢も多く，

については6ケ月以内に外来患者75．0％，入院患潟　　　50才台は9例中4例が1～2ケ月，60才以上は4例lll

14，3％に発病をみ1年6ケ月以内にはそのすべてが発　　　2例が2～3ケ）1で50才以．L：は50才米満に比べや扇切

病したと述べている。　　　　　　　　　　　　　　　　間の長い方に多く認められるが、少数例なのでこれを

　叉，高山17）は昭和19年以来の潮⊥1性肋膜炎患者9〔｝例　　　もって高令：詩に胸水貯溜期間が澱i麺しているとは雷え

についてツベルクリソ反応を調ぺ特発1生肋膜炎の発病　　　ない。しかし實これを特発性及び随1判！l｛肋膜炎に分け

に関しては，最終ツベルクリン反応陰性を認めてから　　　年階別にその平均値を求めると（蓑10）特発性肋膜炎

1～1，5年以内に大部分発病するが、極く少数に2∠卜以　　　では50才台がや工低値を示す以外は年令が高ずるに従

上経過後発病したものがあったと述べている。　　　　　い期間の遷延している傾向力認められた⑪

　更に尾村1B）は全国7万人について行われたツ反陽性　　　草間19）は30例の結核性滲出性肋｝漠炎患着について12

率の厚生省の調査から，10～14才台が79・3％で最高を　　　例の化学療法群と18例の安静治療群の肋膜滲出液貯溜

示し，この後80％前後の陽性率を保ちつつ40才頃より　　期間を比較し両轡共1～2ケ」1が多く，化学療法群

漸減の傾向を示しているというが，これ等の報告から　　48．7土9．0日，対照群47・1土5・9日で両群の間に差1よな

高令者になるに従い結核性肋膜炎の漸減するのは主と　　いと述べている。又松林20）は滲幽性肋膜炎患醤48例に

して結核アレルギーの低下に起因するものと解され　　　つき，その胸水貯溜期間は安静治療群16例で48，7土

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6・2日，化￥療法群18例で44・3±6・91・L　プレ「ドニン併

　田中5）は老年者に於ける結核性滲出｛生肋膜炎rこ関し　　　用群14例44・6土1〔｝・3日で各群の間に有意の強なしとし

て詳細な臨床研究報告をしているが，老軍爵に結核性　　　ている。これ等より本調査に於いても治療法の如何が

肋膜炎が極めて少ないことの源因に次の3点を畢げて　　　胸水貯溜期1琵］に著明な影響を与えないであるうと推祭

いる。即ち，①原発偶滲出性肋膜炎が糸「核性滲ほH型三肋　　　される。

膜炎の大多数をILiめ，又それが30才填までの結核アレ　　　藤田15）は結核性滲｝」二1性肋膜炎患爵U7例の滲出液消

ルギーの最強の悶期に発生すること。②叉随伴性肋膜　　　失までの期間は63％が2ケ月以内であり，高令者では

炎も特発性肋膜炎と岡一・機転ぐこて発生し，結核初感染　　　4ケ月以上を要する例が26％で皆年者よりゃ工多いと

以後のすべての時期にア・ルギーの動揺につれて，そ　報告しており・又醐15）も・齢1舗｝こ5僻以上では一

の強盛期に発生するため糸核アレルギーの強い青年期　　　般のものに比べて痴幽の経過が長く取り分け滲lll期の

に発生が多くなること。③本邦に於ける繍亥死亡率は　　　極期より治癒に蚕るまでに喪い期闘を要すると述べて

かっては膏年期に最も高力・ったので，r凶期以降の患　‡5り一淘水贈留期間カミ遷延するのは高儲に於昏悌一



32－（476）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ「言　少回　医　露志　　1彩18懸

つの傾向とう看倣し得る。　　　　　　　　　　　　　　　　　延も高令蒋鰺出性肋｝1莫炎の一・つの‘博徴と矯倣し得るも

　檎林21）によれば液貯溜期間の長短はll力膜下組織像に　　　のと労える。

変化を招き，長いもの程肋膜肥厚し癒着も強く弾力線　　　　櫛林21）はレ線写奥上では肋膜騨1聾／覧も肋膜腔内液像4，

維の増加も強いと言うが，商令者に蓄水期闘の遷延す　　或いは内蔵せる壊死物質1象も区別し難く，赤沈との関

るものが多い鄭実を考え合わせると臨床上重要な問題　　　係セこ於いても赤沈の促進しているものでは，肋膜肝版

を包含しているものと思われる。　　　　　　　　　　　　内に液乃至壊死4勿質が荏准していることも争いと揃摘

　肋膜餅豚の程度については各年令層とも軽度乃至中　　　している点は注葱すべきものであろう。

等度が多く，肋膜肝眠の認められないものは20才未満　　　　尚，狩発｛！li肋膜炎では赤沈値1礁’常化までの期間は平

で多く，50才以上では全く認められなし・点瞥徴的であ　　均62・1日，随伴性肋膜炎では843日で後ラ爵のソ∫が灘延

った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しているが肺内結核病変び）影難iであろうこと砿想像出

　松林2°），草1剴19）は化学り寮法群或いは安静治療群に比　　　来る。

してステロイド併用群に肋膜1併眠の1隆度のものが｛多い　　　　体温正僧化までの期間は50：宇未済砺で・〔｝～1ヶ月及び

と述べ，Schr6der22）は肋膜多をの早期から抗結核剤及　　　1～2ケ月に比較的多く，50才以上では1～2ヶ月戒

びステロイド剤の治療を始めると肋膜卿臼低を残さない　　　いは2～3ケ月に稲多いが，平均値に．て比1眩すると60

か或いは軽度に留めるとの見解を発表している。之に　　　才以上のみが他に比して大11」に遷延してい嶺，しかし

対しPilleo2B）は化学療法が肋膜騨鷹を起こし難くする　　　例数が少ないので明らかな傾向を指摘しそ1撫い、、

こ二と々よないといい，Bock24）はステロイドの肋｝1莫ゆ臼低　　　　 尚，1峻1：日15）にょオ』Lば115例の灘Flli｛生肋｝1莫炎患三丹の治

形成に対する効果はないとしている。　　　　　　　　　　療閉始後平熱化までの期間は大和数2週間以内で印令

　著漸の結果は高命渚の例数が少ないため明らかな傾　　　別にも蜘よ認められていない。

向は述べ得ないが，50才米満では肋膜IDI臓の認められ　　　　結核性1劉螺1三肋膜炎の転帰で1よ50才未満ヵ竃5（1オ以上

ない例が比較的多いのに対し，50才以上ではすべて肋　　　に比し軽快及び治癒例が蒲しく多く，不変戚いは増懸

膜騨豚がみられ，その程度の強いものが少なくないこ　　　及び死亡例は50才以上にその1頒度が高く，高傘講に於

とから肋膜卿F豚には年令的因子も考慮されねばならな　　　いてほ若年者程その予後は良好と雷えない。

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　媛後に臨床的にも諸検査にても肋膜炎の徽頚を決楚

　特に高令潜に於ける肋膜IP楓の形成は肺機倉旨の面か　　　し得なかった例が過歯20年間に14例あり，そのうち9

らも重要と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　例が50才以上であったこと1止高今溜¢）滲出性肋膜炎の

　赤血球沈降速度は50才以上の高金滑群が50才未満の　　　病因決窟の難しさを翠している。Brena25）等は60才以

若年春群に比しゆ1らかに促進して居り，特に高傘潴で　　上の肋膜液貯溜を示した204例中30例は原悶町朋であ

は126㎜（1時間値）以上の値を示す例が31・3％も見　　　ったと述べており，高今三蕾に於いて之等の症例が少な

られた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　からず存准し，又，結核性鰺繊側三肋膜炎の経過遷麺例

　田中5）も50才以上の高令春では赤沈の促進の程度が　　　や悪性腫瘍に起因する肋膜炎等の鑑別の上で今後検討

甚しいと述べており，高令者の結核性滲ヒ塒性肋膜炎の　　　すべき閻題と考える。

一つの特徴と酒倣し得る。

　尚，杉村8），田中5）は結核性滲出性肋膜炎に於ける　　　　　　　　　　　　結　　語

赤沈の推移につき・一般に滲出期に急激に促進し溝出　　　　II召和23年4月より43年3月までの20年間に当内禾1｝に

液の減少と共に遅延して滲出期の末」樹にはその谷底を　入院した滲出性脚莫炎儲243例につ繍床統計的労

作り・その後再び促進し始めて滲出液の消失する頃に　　　察を加え，特に50才以上の高令渚の結核性灘出性肋1莫

頂点に達し・再び漸次遅延しながら回復期に移行する　　　炎の臨床的特徴の一端を把えんと試みた。

と述べている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①　結核性肋膜炎はヱ55例（64、0％）にみられ，全

　赤沈値正常化までの期間については，50才未満では　　　滲出性肋膜炎中に占める割食の年次別頻度では昭和23

0～2ケ月のものが多いのに対し50才以上ではより　年～28年51例（100％），2飾～33年5姻（70．1駕），3：う

畏期間のものが多く，平均値を比較しても明らかに50　　｛ド～38年34例（56・7％）と38年までの鞍5年間では過

才以上の方が遷延している・藤田15）尋よU5例の結核｛｛k　a緻を占め｝ぐいたものが，その後の5網llllよ29．2％で

滲出性肋膜炎の患潜について，ステロイド投与の有無　　　あった。一方，腫瘍性肋膜炎の工牌加がみられ，特に50

に拘わらず高令港層では4ケ月以上の長期を要するも　　才以上の高令者に著明であった。

のが多いと述べており，赤沈値正常化までの期間の遷　 ②肺病変を認めない醤発性滲劇生肋膜炎1よ肺結核



舞∫3母　　（1969）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33－（477）

随伴性肋膜炎より発生頻度が高いが，前蕎は年令の増　　　10）辻本兵博：胸部疾患，6：736・昭37・

加と共に減少し，随伴性肋膜炎は逆に増加の傾向を示　　　1D　Robertson，　R．　R：Brit．　Med．　J．，1：133，1952．

していた。特発性滲出性肋膜当乏120例中高全者（50才　　　12）戸塚忠政：現代内科学大系（肋膜疾患の唄），

以上）のそれは13例（10．8％）で肉二次別推移では特に　　　13）Richert，　J〔，el．　H．：Anr1．111t，　Meci，52：320，

増加の傾向は認められないが，詐腫瘍憾で原囚不【り」の　　　　　1960，

肋膜炎例14例中商令者のそれはg例（64・4％）を占　　　14）John　C，　Sibley：Amer，　Rev，　Tuberc，62：414，

め，癌性肋膜炎との鑑別に重要な意義なもつと考え　　　　　1950．

られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15）藤田1’〔之L】力・他：結核，43（12）：531，昭43．

　③特発｛！k滲出性肋膜炎では年令の加わる程，肋膜　16）荻［liて忠：文：胸部疾患，6：7（）3，　ill｛37．

滲出液消失までの期間の造延する傾向を認めた。　　　　　17）高1」．茂樹：：「葉医学会郷i誌，31（4）：463，昭30，

　④50才未満に肋膜糖低の：黛くみられないものが比　18）1・芭村偉久：結核，34（増1：1j号）：84，昭35．

較的多いのに対し，50才以．ヒの高令1醤は全てにi認め，　　　19）草1！胡欝美予：紬核，31－71369，1956，

又50才以上では肋膜脱豚高度のものが少なからずあり　　20）松林’“：司：信州医学奈1直誌，11（2）；16，ll爾7．

高令者になるに従い肋膜iDFII正塁形戒もi嚢披になると考え　　　21）禰林和之：日本胸部臨床，19（7）：499，昭35，

られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22）Kl．－J，　Schr6der；Z．　Tuberk，123：115，1965，

　⑥赤沈値は50才未満の若｛1堵群に比し，高令者群　2：3）Arllold　Pine‘）：Brit．　Med．　J．，242：863，1957，

に明らかに促進しており，特に高令渚では1時間値　　　2・DK．　B〔，ck：Z，　Tuberk，118－314；129，1962、

12働認i以上の高度促進例が藷しく多かった。　　　　　　　25）Brena，13erni：J，工tol，　Tuberc，19－5：170，

　⑥赤沈値正常化までの期間は50才以上¢昂i鈴者の　　1965．

方が明らかに遷延していた。

　⑦体温正常化までの期間は60才以上で大巾セこ遷延

していたが例数少なく明らかな傾向ほ見出し難い・　　　　　　　　　　　　　　（1昭和44年11月ユ5日受付）

　⑧結核性肋膜炎の転帰｝では若年潜に軽快及び治癒

例が多く，50才以上の高令嵩には不変，増悪或いは死

亡例が多かった。

　⑨診断を決定し得なかった滲出性肋膜炎が高令蕾

に少なからず存窟することは今後の研究に待つ所が大

きい。

　稿を終るに臨み，御懇篤なる御指灌と御校閲を贈り

ました恩師戸塚忠政教授に深謝致しますと共に種々御

教示御助言頂いた草間畠三助教授，望月一郎講師に感

謝の意をi幾します。
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